
  2013 年に始まった 86レース。今大会は第 50回大会。ネッツトヨタ富山は今年で創業 50年を迎えており、節目の
年の記念大会となった。今シーズンGTドライバー松井孝允を起用しチーム初のリザルトポイント獲得を目指していた
が、富士大会までの３戦を終えまだ届かない。「どうしたら結果がでるのか」チームは苦しんでいた。
迎えたもてぎ。22日の予選直前、天候が不安定の為に路面がウェットかドライかの判断が難しくなる。この判断を間
違えるとタイヤ内圧のセッティングミスにつながる。チームの判断はドライセット。するとアタック直前に雨があが
り路面はドライ。あとはドライバーにすべてを託す。結果は６位。セッティングも作戦もすべてがうまくいった。
しかし、勝負はまだ終わっていない。シーズン第一戦鈴鹿、松井の初参戦レース。ここでも予選は６位だったが決勝
では 16位に沈んでしまう。同じことを繰り返さないようチームは気を引き締め決勝に挑んだ。
いよいよ運命の決勝スタート。上位でマシントラブルがあるなど序盤は波乱の展開の中、松井は 1台にパスされたが
6位を必死でキープする。中盤以降はトップ集団にやや離されるものの、集中した素晴らしい走りを見せてくれた。
最終結果 NETZ TOYAMA Racing #123  6 位入賞
私たちは求めていた結果を出すことができた。しかしまだ戦いは終わらない。次戦の鈴鹿でも結果を求めチャレンジ
する。

≫NEXT
Netz Cup Vitz Race 関東シリーズ Rd.4　富士スピードウェイ

レース参戦レポート
大会名称 TOYOTA GAZOO Racing  86/BRZ Race

開催日程 2018.9.22 ～ 9.23

参加車両 ＃123　NETZ TOYAMA Racing 86
場　　所 ツインリンクもてぎ

プロフェッショナルシリーズ Rd.7

予選順位 6位（2’ 19.331）
参加台数 36台

決勝順位 6位

ドライバー 松井 孝允

2018.Vol.6


